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2026 年 11 月 10 日 

各 位 

会 社 名 株式会社 ひろぎんホールディングス

代 表 者 名 代表取締役社長  廣江 裕治  

(コード番号 7337  東証プライム) 

問 合 せ先 経営企画部 経営企画グループ 

主計課長 山城 直之 

（TEL 082-245-5151） 

2027 年 3 月期（通期）業績予想の修正並びに  

剰余金の配当（中間配当）の決定及び期末配当予想の修正（増配）に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、2026年5月13日に公表した2027年3月期（通期）の連結業績予想を、下記のとおり修正

しましたのでお知らせいたします。 

また、2026年11月10日開催の取締役会において、2026年9月30日を基準日とする剰余金の配当（中間配当）を下

記のとおり行うことを決議するとともに、期末配当予想を修正しましたので併せてお知らせいたします。 

記

1．業績予想の修正について 

（1） 2027 年 3 月期（通期）の連結業績予想の修正（2026 年 4 月 1 日～2027 年 3 月 31 日） 

経常利益 
親会社株主に帰属 

する当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （A） 
百万円

74,500

百万円

51,000

円 銭

172.73

今 回 修 正 予 想 （B） 82,500 56,500 190.50

増 減 額 （B－A） 8,000 5,500

増 減 率 （％） 10.7 10.8

（参考）前期実績（2026 年 3 月期） 62,018 43,734 145.84

（2） 修正の理由 

子会社である広島銀行において、貸出金利息や有価証券利息配当金の増加により資金利益が前回発

表予想を上回る見込みとなったことなどから、業績予想を上方修正するものです。 
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2． 剰余金の配当（中間配当）の決定及び期末配当予想の修正（増配）について 

（1） 剰余金の配当（中間配当）の決定 

 
決定額 

直近の配当予想 

（2026 年 5 月 13 日公表）

前年同期実績 

（2026 年 3 月期） 

基 準 日 2026 年 9 月 30 日 同左 2025 年 9 月 30 日 

１ 株 当 た り 配 当 金 
円 銭

38.50

円 銭

35.00

円 銭

27.00

配 当 金 の 総 額 
百万円

11,507
－ 

百万円

8,214

効 力 発 生 日 2026 年 12 月 10 日 － 2025 年 12 月 10 日 

配 当 原 資 利益剰余金 － 利益剰余金 

 

（2） 2027 年 3 月期 期末配当予想の修正（増配） 

 1 株当たり年間配当金 

第 2 四半期末 期末 合計 

前 回 発 表 予 想 
円 銭

35.00

円 銭

35.00

円 銭

70.00

今 回 修 正 予 想 38.50 77.00

当 期 実 績 38.50

（ 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 2 0 2 6 年 ３ 月 期 ） 
27.00 31.00 58.00

 

（3） 修正の理由 

当社は、地域総合サービスグループとして地域社会やお客さまのあらゆる課題解決に徹底的に取組み、

地域の持続的成長に貢献していくため、株主還元とともに内部留保の充実にも意を用い、親会社株主に

帰属する当期純利益に応じた配当を実施することを株主還元の基本的な方針としております。 

2027 年 3 月期の親会社株主に帰属する当期純利益が前回発表予想を上回る見込みとなったことから、

株主還元方針（配当性向 40％程度）に基づき、2027 年 3 月期の 1 株当たり年間配当金を 7 円増配の 77

円とし、中間配当について前回発表予想比 3.5 円増配の 38.5 円とすることを決議するとともに、期末配当

予想についても 3.5 円増配の 38.5 円とするものです。この結果、2027 年 3 月期の配当性向（連結）は、

40.4％となる見込みです。 

 

※ 本資料に記載されている業績予想は、本資料の発表日現在で入手可能な情報に基づき作成したもので

あり、実際の業績は、今後の様々な要因によって予想と異なる場合があります。 

 

以 上 




